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ひ が き ・ じ ゅ ん ぞ う  ☆  1 9 4 7 年 3 月 、 愛 媛 県 越 智 郡 朝 倉 村 （ 現 ・ 今 治

市 ）生 ま れ 。今 治 市 立 城 東 小 学 校 、今 治 市 立 美 須 賀 中 学 校 を へ て 、 1 9 6 2 年

4 月 に 愛 媛 県 立 今 治 工 業 高 等 学 校 機 械 科 に 入 学 。同 校 を 卒 業 後 、矢 野 鉄 工 所

に 入 社 。 そ の 後 、 造 船 の 「 組 」 を 形 成 し 船 づ く り に 携 わ り 、 1 9 7 6 年 に 2 9

歳 で 城 東 刺 繍 を 創 業 。 趣 味 は 渓 流 釣 り 。  

ひ が き・み か こ  ☆  1 9 5 1 年 5 月 、愛 媛 県 今 治 市 横 田 町 生 ま れ 。今 治 市 立

立 花 小 学 校 、 今 治 市 立 立 花 中 学 校 を へ て 、 1 9 6 7 年 4 月 に 愛 媛 県 今 治 北 高

等 学 校 に 入 学 。同 校 を 卒 業 後 、専 門 学 校 に 通 う が 2 2 歳 で 淳 三 氏 と 結 婚 。城

東 刺 繍 創 業 か ら 淳 三 氏 と 二 人 三 脚 で 事 業 を 支 え る 。 趣 味 は ゴ ル フ 。  

タ オ ル に 刺 繍 。 た ち ま ち 特 別 感 を 醸 し 出 す 魔 法 の よ う な 加 工 。 今 回 の

「 タ オ ル び と 」 は 今 治 で 比 較 的 早 く に タ オ ル 専 用 の 刺 繍 加 工 業 を 始 め

た 城 東 刺 繍 の 桧 垣 淳 三 氏・美 賀 子 氏 夫 妻 で あ る 。タ オ ル の 刺 繍 一 筋 に 約

半 世 紀 に わ た っ て 、さ ま ざ ま な 色 の 紋 様 や 文 字 を タ オ ル に 施 し て き た 。

長 年 に わ た る 誠 実 な 仕 事 ぶ り は タ オ ル 業 界 が 認 め る と こ ろ で あ り 、 信

頼 は 厚 い 。コ ロ ナ 禍 で 影 響 は 受 け た も の の 、創 業 以 来「 営 業 な し 」で 商

売 を つ づ け て い る 。そ れ は 、ひ と え に 城 東 刺 繍 の 作 品 が 天 下 一 品 だ か ら

で あ る 。  

桧垣淳三氏（左）、桧垣美賀子氏（右）  

 

      

城 東 刺 繍  代 表  
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1．  幼 少 時 代  

 

ハンターとおてんば娘  

 

 桧 垣 淳 三 氏 は 、 1 947 年 3 月 2 5 日 に 越 智 郡 朝 倉 村 に 生 ま れ た 。

父 ・ 武
たけし

氏 は 縫 製 職 人 で 小 さ な 縫 製 工 場 を 営 み 、 母 ・ 文 子 氏 は タ オ ル

の ヘ ム 縫 い を し て い た た め 、 淳 三 氏 は 幼 少 の 頃 か ら 織 物 に 縁 が あ っ

た 。 兄 弟 は 、 長 兄 の 正 氏 、 次 兄 の 桂
け い

氏 、 長 姉 の 久 子 氏 が お り 、 淳 三

氏 は 4 人 兄 弟 の 末 っ 子 で あ る 。  

 淳 三 氏 は 、 1 9 5 3 年 4 月 に 今 治 市 立 美 須 賀 小 学 校 に 入 学 し 、 2 年

生 ま で 在 籍 し た が 、 3 年 生 か ら は 新 し く 創 設 さ れ た 今 治 市 立 城 東 小

学 校（ 2 0 1 5 年 3 月 廃 校 ）に 転 学 し た 。こ の 転 学 に は 、戦 後 の ベ ビ

ー ブ ー ム で 子 供 の 数 が 急 増 し 、 既 存 の 小 学 校 の み で は 子 供 た ち を 収

容 し き れ な か っ た こ と が 背 景 に あ る 。 淳 三 氏 は 、 同 校 を 卒 業 後 、

1 9 5 9 年 4 月 に 今 治 市 立 美 須 賀 中 学 校 に 入 学 し た 。小 学 校・中 学 校

時 代 は 、友 だ ち と 川 で 魚 を 獲 り に 行 き 、外 で よ く 遊 ん だ も の で あ る 。

「 昔 か ら 魚 を 獲 っ た り 、 何 か を 捕 ま え る の が 好 き で ね 」 と 言 う 淳 三

氏 は 、 幼 い 頃 か ら ハ ン タ ー と し て の 片 鱗 を 見 せ て い た 。 そ し て 、 大

人 に な っ て か ら は ア マ チ ュ ア 「 猟 師 ・ 漁 師 」 の 異 名 を 持 つ ほ ど の 腕

前 に な り 、 淳 三 氏 の 生 涯 の 趣 味 と な っ た 。  

淳 三 氏 は 、自 動 車 に 興 味 が あ っ た こ と も あ り 、中 学 を 卒 業 後 1 9 6 2

年 4 月 に 愛 媛 県 立 今 治 工 業 高 等 学 校 機 械 科 に 入 学 し た 。戦 後 、日 本

は 大 量 生 産 体 制 の も と で モ ノ づ く り を お こ な い 、 と く に 自 動 車 産 業

で は 旺 盛 な 国 内 需 要 と 輸 出 に よ っ て 1 9 6 0 年 代 を と お し て 自 動 車 の

生 産 台 数 が 急 速 に 増 加 し た 。 淳 三 氏 が 高 校 に 入 学 し た 翌 年 の 19 63

年 に は 、日 本 の 自 動 車 生 産 台 数 は 1 0 0 万 台 を 超 え 、1 967 年 に は 約

3 1 5 万 台 以 上 と な り 、ア メ リ カ に 次 い で 世 界 第 2 位 と な っ た（ 石 川

和 男 ［ 200 8］ 3 4 頁 ）。 ま さ に 自 動 車 ブ ー ム の 最 中 に 、 淳 三 氏 は エ

ン ジ ニ ア と し て の 知 識 を 得 る た め に 機 械 科 に 入 学 し た 。 こ の と き は

タ オ ル に 興 味 は な く 、機 械 科 で の 学 習 を 終 え る と 1 9 6 5 年 4 月 に 建
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築 用 資 材 を 製 造 す る 矢 野 鉄 工 所 に 入 社 し た 。  

鉄 工 所 に 勤 め は じ め た 頃 か ら 、 ハ ン タ ー と し て の 本 領 が 発 揮 さ れ

る 。2 0 歳 で 免 許 を 取 得 し て キ ジ や 山 鳥 の 狩 猟 を 始 め 、2 5 歳 で 渓 流

釣 り を 始 め た 。 鳥 猟 は 、 近 所 に 住 ん で い た お じ さ ん の 影 響 で 興 味 を

持 っ た の が 最 初 で あ る 。渓 流 釣 り の 魅 力 に 引 き 込 ま れ た き っ か け は 、

鉄 工 所 の 同 僚 に 誘 わ れ て 行 っ た 松 茸 採 り で あ る 。 淳 三 氏 は 、 山 に 生

え た 松 茸 よ り も 蒼 社 川 で 泳 ぐ 魚 に 興 味 を そ そ ら れ た 。 同 僚 の 「 こ こ

に は 大 き な 魚 が お る ん よ 」 と ふ と 発 し た 一 言 が 脳 裏 か ら 離 れ ず 、 年

明 け に 蒼 社 川 へ 釣 り に 行 っ た 。 す る と 、 一 匹 も 釣 れ な い 。 こ れ が 返

っ て 淳 三 氏 の ハ ン タ ー の 心 を く す ぐ っ た 。 急 い で 渓 流 釣 り の 入 門 書

を 本 屋 へ 買 い に 行 き 、 元 々 読 書 好 き だ っ た こ と も あ り 、 む さ ぶ る よ

う に 耽 読 し た 。こ う し て 、2 0 代 か ら「 ハ ン タ ー 」の 沼 に は ま っ て い

っ た 。  

 さ て 、美 賀 子 氏 の 話 に 移 そ う 。美 賀 子 氏 は 、1 9 5 1 年 5 月 8 日 に

今 治 市 横 田 町 で 父・房 一 氏 と 母・ミ ユ キ 氏 の 間 に 3 人 兄 弟 の 長 女 と

し て 生 ま れ た 。 下 に は 長 男 の 栄 治 氏 と 次 女 の 生 美
な る み

氏 が い る 。 両 親 と

も 地 元 出 身 者 で あ り 、 農 業 を 営 ん で い た 。  

 美 賀 子 氏 は 、今 治 市 立 立 花 小 学 校 を へ て 1 9 6 4 年 4 月 に 今 治 市 立

立 花 中 学 校 に 入 学 し た 。 活 発 で お て ん ば な 幼 少 時 代 を 過 ご し 、 中 学

校 か ら は バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部 に 所 属 し た 。 実 は 、 美 賀 子 氏 が 中 学 校

に 入 っ た 頃 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル は 目 新 し い ス ポ ー ツ で あ り 、 部 活 動

の 競 技 に は な か っ た 。 当 時 の 花 形 ス ポ ー ツ は 、 室 内 競 技 で は 器 械 体

操 、 室 外 競 技 で は 野 球 と い う 時 代 で あ る 。 そ こ で 、 美 賀 子 氏 は 友 だ

ち と バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部 を 新 し く 立 ち 上 げ 、 立 花 中 学 校 に 初 め て バ

ス ケ ッ ト ボ ー ル を 持 ち 込 ん だ 。  

そ の 後 、1 9 6 7 年 4 月 に 愛 媛 県 立 今 治 北 高 等 学 校 に 進 学 し 、こ こ

で も 最 初 の う ち は バ ス ケ ッ ト ボ ー ル に 打 ち 込 ん だ が 、 や り 切 っ た 感

が あ っ て 潔 く 辞 め 、将 来 の こ と を 考 え る よ う に な っ た 。美 賀 子 氏 は 、

高 校 を 卒 業 し て 1 9 7 0 年 4 月 に 専 門 学 校 に 入 学 し た が 、こ の タ イ ミ

ン グ で 淳 三 氏 と 出 会 い 、 2 2 歳 で 結 婚 し た 。  
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2 .  タ オ ル と の 出 会 い  

 

 淳 三 氏 は 、 矢 野 鉄 工 所 に 勤 務 し た の ち 、 鉄 工 所 で 築 き 上 げ た 技 術

を 生 か し て 波 止 浜 造 船   の 下 請 け の 仕 事 に 就 い た 。 今 治 の 地 は 造

船 の 町 と し て も 歴 史 が あ る 。 造 船 は 分 業 に よ っ て つ く ら れ て お り 、

造 船 会 社 の 内 製 化 率 は 比 較 的 低 く 、 多 く の 作 業 が 船 用 工 業 メ ー カ ー

と 呼 ば れ る 多 様 な 取 引 先 が あ り 、 社 内 外 注 さ れ て い る 。 主 な 作 業 に

溶 接 、 塗 装 、 艤 装 な ど が あ る 。 淳 三 氏 の 場 合 、 数 名 と 「 組 」 を 形 成

し て 、 波 方 で 溶 接 工 程 を 請 け 負 っ て い た 。 た だ 、 19 7 3 年 の 石 油 危

機 に よ っ て 造 船 需 要 が 減 退 し 、 不 況 対 策 の 時 代 に 突 入 し た 。 設 備 や

人 員 の 合 理 化 が 進 め ら れ 、 建 造 能 力 は 半 減 し た 。 こ れ を 機 に 、 淳 三

氏 は 造 船 の 仕 事 に 見 切 り を つ け る こ と を 決 め た 。  

 

長兄の一言 、そして起業  

 

淳 三 氏 は 、独 立 し て 鉄 工 所 を 立 ち 上 げ よ う と 考 え て い た が 、1 976

年 の 2 9 歳 の と き に タ オ ル 専 業 の 刺 繍 加 工 の 事 業 を 起 し た 。 そ れ ま

で タ オ ル と は ま っ た く 縁 の な い 仕 事 を し て き た 淳 三 氏 が 、 な ぜ 一 転

し て タ オ ル 専 用 の 刺 繍 加 工 業 を 創 業 し た の か 。  

こ の 選 択 に 影 響 を 与 え た の が 1 2 歳 上 の 長 兄 ・ 正 氏 で あ る 。 正 氏

は タ オ ル 関 係 の 仕 事 を し て お り 、 淳 三 氏 に 「 刺 繍 を 研 究 し て タ オ ル

専 用 の 刺 繍 や ら ん か 」 と 進 言 し た の だ 。 当 時 、 今 治 に は タ オ ル 専 用

の 刺 繍 加 工 業 者 が 少 な く 、 タ オ ル メ ー カ ー は わ ざ わ ざ 岡 山 県 の 業 者

に 依 頼 し て い た 。 父 の 武 氏 も 「 そ し た ら 知 り 合 い の 刺 繍 屋 を 紹 介 し

ち ゃ ろ 」 と い う こ と に な り 、 ト ン ト ン 拍 子 で 刺 繍 加 工 の 仕 事 を ス タ

ー ト さ せ る 運 び と な っ た 。  

城 東 刺 繍 の 名 前 は 淳 三 氏 が 名 付 け た も の で あ る が 、 今 治 城 の 東 に

位 置 し 、 城 東 小 学 校 の 隣 で 事 業 を ス タ ー ト さ せ た こ と か ら 「 城 東 」

LOOKS
ノート注釈
1950年に伊予木鉄船から波止浜造船に改称。1973年に香川県多度津町（多度津工場）に拠点を移したが、1978年の石油ショックの煽りを受けて倒産（愛媛県生涯学習センター「第２章　海に伸びる」『データベース「えひめの記憶」臨海都市圏の生活文化（平成７年度）』）。多度津工場は現在今治造船グループの傘下。
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と 命 名 し た 。 現 在 の 東 門 町 ４ 丁 目 あ た り で あ る 。 19 90 年 に 美 賀 子

氏 の 生 ま れ た 横 田 町 に 工 場 は 移 転 し て い る が 、 東 門 町 が 城 東 刺 繍 の

発 祥 の 地 で あ る 。  

 

  

城 東 刺 繍 の 事 務 所 兼 工 場 の 外 観 （ 2 0 2 2 年 7 月 撮 影 ）  

 

起 業 し て 最 初 に 取 引 し た タ オ ル メ ー カ ー は 、 今 で も 得 意 先 と し て

付 き 合 い の あ る （ 株 ） 上 脇 で あ る 。 上 脇 は 、 1 9 6 4 年 設 立 の 半 世 紀

以 上 つ づ く タ オ ル メ ー カ ー で あ り 、「 ガ ー ゼ 多 重 織 り 」で 特 許 を 取 得

し た り 、「 超 広 幅 ジ ャ カ ー ド 織 機 」を 独 自 で 開 発 し た り 、つ ね に 新 し

い こ と に 挑 戦 し て い る 。 城 東 刺 繍 と 上 脇 は 仕 事 上 で 堅 固 な ネ ッ ト ワ

ー ク を 築 い て い る が 、 上 脇 の 代 表 取 締 役 ・ 上 脇 純 子 氏 と 美 賀 子 氏 は

女 性 同 士 、 ゴ ル フ 好 き の グ ル メ 同 士 、 若 い 頃 か ら 強 固 な つ な が り が

あ る 。  

タ オ ル 製 造 が ピ ー ク に 達 し た 1 980 年 代 、1 990 年 代 は 産 地 内 の

多 く の タ オ ル メ ー カ ー と 取 引 が あ っ た が 、 現 在 は 上 脇 以 外 に 1 0 社

ほ ど の タ オ ル メ ー カ ー と 仕 事 を し て い る 。 城 東 刺 繍 は 、 産 地 内 取 引

に こ だ わ り 、創 業 か ら 現 在 に 至 る ま で 今 治 タ オ ル 工 業 を 支 え て い る 。 

 

人生のターニングポイント、結婚  

 

 淳 三 氏 と 美 賀 子 氏 が 出 会 っ た の は 、 美 賀 子 氏 が ま だ 専 門 学 校 の 学
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生 で 、 淳 三 氏 は 「 組 」 で 造 船 の 溶 接 に 従 事 し て い た と き で あ る 。 ほ

ど な く 、二 人 は 1 9 7 5 年 4 月 1 3 日 に 結 婚 し た 。淳 三 氏 が 起 業 す る

２ 年 前 で あ る 。 淳 三 氏 の 起 業 の 話 は 美 賀 子 氏 に と っ て 寝 耳 に 水 で あ

っ た が 、 美 賀 子 氏 の 根 っ か ら の 明 る さ と 前 向 き な 姿 勢 は 城 東 刺 繍 の

発 展 の 歴 史 に 欠 か せ な い 。 美 賀 子 氏 は 、 カ ネ の マ ネ ジ メ ン ト の み な

ら ず 、 ヒ ト と モ ノ の マ ネ ジ メ ン ト も 率 先 し て お こ な っ て き た 。 二 人

の 名 刺 に 肩 書 き が な い の は 、 二 人 揃 っ て 城 東 刺 繍 の 代 表 で あ り 、 経

営 者 で あ り 、 そ し て 技 術 者 で あ る か ら だ 。  

 城 東 刺 繍 の 創 業 か ら 約 2 0 年 間 、 タ オ ル 業 界 の 信 頼 を 得 な が ら 商

売 は 順 調 に 推 移 し た が 、 拡 大 路 線 を 選 択 せ ず 、 二 人 で 事 業 を 切 り 盛

り し て き た 。 そ の 後 の タ オ ル 業 界 の 不 況 も 二 人 三 脚 で 切 り 抜 け 、 現

在 に 至 っ て い る 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

 


